
 
成果の説明書 

(氏名) 森田 稔 (学部) 地域政策学部 

１ 重要事項 

（1）【教育・研究活動】 

 教育： 

2020 年度の講義では、「環境経済学」、「計量分析」、「環境政策論」「基礎演習」、「演習

Ⅰ」、「演習Ⅱ」を担当した。 

 

 研究活動： 

1） 科学研究費補助金（若手）を受けて、「高齢化社会に適した節電政策に関する実証

研究」という研究課題の下、研究（既存の文献とデータの調査）を行った。その途

中経過について、9 月の環境経済・政策学会で報告した。現在、本研究をまとめた

論文を投稿中である。 

 

2） 2019 年度に行った共同研究の結果を含む書籍 Tosi H. Arimura and Sigeru 

Matsumoto (2020) Carbon Pricing in Japan（Ch.12）が出版された。 

 

3） 共同研究として、本学の熊澤利和教授と、社会科学系大学生を対象に看護サービス

の評価が治療方針や延命治療の有無といった事前の家族内での話合いの実施にど

のような影響をもたらしているのかに関するアンケート調査と分析を行った結果

を地域政策研究（高崎経済大学）第 23 巻第 4 号に掲載された。 

２ その他の事項 

 

３ 次年度以降の計画・抱負 

教育： 

2020 年度の遠隔授業で作成したコンテンツも活用し、充実した講義環境の形成に取組

む。 

 

研究活動： 

科学研究費補助金（若手）の研究を継続し、アンケート調査を実施する。また、共同研

究の分析と学術雑誌への投稿を行う。 

 


